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グループ全体の受注高は前年同期比１２％増の２２６億円、売上高は前年
同期比８％増の２１０億円となりました。営業利益は前年同期比１８億円増
の１６億円となりました。

当期利益は前年同期比１９億円増の１７億円、当期包括利益は２１億円とな
りました。

なお、米国現地法人において未払法人所得税の引当見直し（約５億円減額）
があったことなどにより、第１四半期の税金費用は５２百万円となりました。
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T&M事業は、５GおよびLTE－A Proの需要で前年同期比増収増益となり、
営業利益は１５億円（営業利益率１０．５％）となりました。

PQA事業は、前年同期比２億円の増収でしたが、競争力強化のための投資
により、営業利益は前年同期比１億円減収の２億円（営業利益率３．１％）と
なりました。

なお、当第１四半期連結会計期間より、各事業セグメントの業績をより適切
に評価するため、これまで各事業セグメントに配分していた一般管理費のう
ち本社管理費等を全社費用に含めるよう配分方法を変更しています。前連
結会計年度の数値は、変更後の表示に合わせて組替再表示しています。



第１四半期の連結及び各事業セグメントの営業利益、営業利益率は下記のと
おりです。

連結 １６億円（営業利益率： ７．８％）

T&M １５億円（営業利益率：１０．５％）

PQA ２億円（営業利益率： ３．１％）
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T&M事業においては、３GPP ５Ｇ ＮＳＡ（Non Stand Alone）、SA（Stand Alone）
の標準化が完了し、各国主要キャリアの商用化のロードマップが具体化してき
ました。

それに伴い、当社が、2018年4月に市場投入した、５G 商用化に向けたチップ
セット研究開発用途のラジオコミュニケーションテストステーションMT8000Aの初
期需要が立ち上がってきました。

PQA事業においては、国内・海外とも食品市場の品質保証プロセスの改善強化、
自動化、省力化に向けた設備投資が堅調に継続しています。



T&M事業の第１四半期受注高は、全地域で立ち上った５Ｇ初期需要および
LTE-A Proの需要などを取り込み、前年同期比２２億円（１８％）増の１４６億円
でした。

PQA事業の第１四半期受注高は、前年同期比３億円（６％）増の５７億円でした。

なお、受注残高はグループ全体で２２７億円（前年同期比２０％増）、T&M事業
では１６０億円（同２８％増）、PQA事業では５１億円（同６％増）でした。
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米州市場は５G初期需要に支えられて、前年同期比３８％増収でした。
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営業キャッシュフローは、５０億円の資金獲得となりました。
投資キャッシュフローは、６億円の支出でした。

その結果、フリー・キャッシュフローは４４億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフローは、５億円の資金支出となりました。主なものは、銀行借
入金5億円、配当金の支払い１０億円（期末配当分１株７.５円）です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より４０億円増加の３９４億円
となりました。



２０１９年３月期の通期業績の見通しは４月２６日の公表値から変更はありませ
ん。
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モバイル計測市場のうち、当面はセルラーテスト市場は５Gの初期開発
投資を軸にして拡大していくことが予測されます。



５Gサービスの最新のロードマップを紹介します。
3GPPでは、2017年12月に5G NSA-NRの標準化が完了しました。引き続き、
2018年6月に5G SA-NRの標準化が完了し、5Gの主要機能の全仕様が規定され
ました。
NSA-NRは、5G単独ではなく4Gとのセットを前提とし、5Gサービスを実現するた
めの規格です。一方、SA-NRは、5G単独で5Gのサービスを実現するための規格
です。世界の主流は、NSA-NRですが、中国ではSA-NRで5Gを展開する見込み
です。
また、5Gで使用される周波数帯は、ミリ波帯と6GHz未満（Sub6GHz）の2つが検
討されており、各国のオペレータにより使用する周波数帯が異なります。
アメリカでは2018年後半から商用のサービスが開始される予定です。韓国では
2019年に、中国、日本では2020年に商用のサービスが予定されています。
当社は、５Gチップセット開発に必要な測定器およびそれに続くコンフォーマンス
テストシステムを提供していきます。
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当社が、2018年4月に投入した5G向けチップセットや端末などの開発用テスタであ
るラジオコミュニケーションテストステーションMT8000Aの特徴を説明致します。
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MT8000A は、擬似基地局となる機能を有しており、チップセットや、チップセット
が搭載されたスマートフォンや通信デバイスと無線通信で接続し、機能・性能を
評価するために使用されます。3GPPの最新の5G NRの規格に対応できるよう
に、規格の進化に追随する柔軟な拡張性を持っており、さまざまなテスト要件に
対応が可能です。また5G NRで必要となるSub6GHzやミリ波の周波数にも対応
しております。



5G端末はミリ波帯を用いますが、周波数帯域幅が広く、アンテナエレメントの数が
多いため、従来の測定用外部RFコネクタがありません。また、ビームフォーミングを
用いるためその指向性を評価する必要があります。そこで、5G測定器では新たに
OTA（Over The Air）、広帯域幅対応が求められます。
MT8000Aは、OTAチャンバー（電波暗箱）と組み合わせることで、3GPPで規定された
呼接続によるミリ波帯のRF測定やビームフォーミング試験をサポートします。
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